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国家をオペラ化する：  
A胎わ兜α柁d』gあα柁豆祝ぶの企て  
松 田 幸 子   
1．はじめに  
16世紀末にイタリアで誕生したオペラは、フランスを経由し、ほぼ半世紀をかけ  
てイングランドヘと到達した。宮廷や私邸ではなく、ロンドンの劇場でオペラが演  
じられるようになったのは1670年代のことである。しかし、この時期上演された  
のは、現代のわれわれが想像するオペラとは輿なったものであった。それが、台詞  
部分と歌唱部分とが分けられたセミ・オペラ（semi－Opera）であるl。1660年の王政  
復古以後、内乱期に閉鎖されていた劇場が活動を再開してから、ロンドンの観客は  
演劇をかつてと同様楽しんでいたが、彼らにとって最初から最後まで台詞が「歌わ  
れる」、all－Sung形式のオペラは大いに奇異に映ったらしい。バッキンガム公（Duke  
ofBuckingham）に宛てた手紙の中で、ロンドンに亡命中のフランス人詩人サンーテ  
ヴルモン（Saint一丘vremond）は次のようにイタリアで観たオペラを罵っている。  
WouldyouknowwhatanOperais？‡’11tellyou，thatisanoddmedleyofPoetry  
andMusick，WhereinthePoetandMusician，equal1yconBnedonebytheother，   
tAkeaworldofpainstocomposeawretchedperformanCe．（56）  
1669て0年頃背かれたとされるこの酋簡は、オペラに対する彼の見解を長々と述べ  
ることに費やされているが、そこからうかがわれるのは、彼のオペラに対する遥御  
感である。サンーテヴルモンはイタリアで観たall－Sung形式のオペラを“nature”に  
反するものだととらえているのである（‘ThereisanotherthinginOperasso  
contrarytoNature，thatIcannotbereconciledtoit”）（53）。   
サンーテヴルモンに限らず、全篇通して歌によって進行するオペラを、「不自然」  
（unnatural）なものとする見解は、同時代のテクストに散見される。オペラがイン  
グランドにとってnaturalなものではない、とする考えはオペラを積極的に導入した  
ウイリアム・ダヴェナント（WilliamDavenant）にも明らかである。ダヴュナント  
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は王政復古以前に上演された、オペラの歌唱法レチタティーヴオを用いた劇  
月印加〟ぶgわ励エβf（1658）の中で、次のようにレチタティーヴオを紹介する。  
MUSCUIN．Iwouldhaveintroduce’dHeroiquestory  
InStiloRecitativo．  
PUⅣER．InSteiloRecitativo？‘tiswell；  
Iunderstandyou，Sir．Butdoyouthink  
Thatnatural？  
MUS．Because‘tisnotincustom  
Ybutherebrethink，Sir，itisoutofNature？  
PL肛Itseemso，Sir；tOme，unlessyouwould  
MetamOrphisemenintoBirds．Suppose  
Ishouldnotask，butsing，yOunOWaqueStion，  
Andyoushouldinstantlysingmeasanswer；  
Wouldyounotthinkitstrange？（72）  
レチタティーヴオと聞いて戸惑う役者は、演奏家にそれをnaturalだと思うかと尋ね  
る。それを受けて、演奏家はそれが「我々の慣習」にはないから、“OutOfNature”  
であると思うのかと、役者に問い直すのである。この場面には、外国産のものであ  
るオペラを受容する際の、観音のみならず、劇場関係者たちの戸惑いもみてとるこ  
とができる。すなわち、王政復古期のイングランド演劇にはunnatural鰍異様な、イ  
ングランド固有のものではない¶オペラを、どのようにしてnaturalize一土着化、イ  
ングランド化－するのかという問題が生じていたといえる。歌と台詞部分とを区別  
するセミ・オペラは、おそらくこのような拒否反応に対応するために生み出された  
ものであるだろう2。   
本稿では、そのような風潮のなかで唯一上演された、全篇通して歌われたオペラ  
A伽∂光α刀dA伽邦わJ5（1685）を取り扱う。製作者は、劇作家ジョン・ドライデン  
（JohnDryden）、王室楽長であったルイ・ダラビュ（LoisGrabu）、そして劇場経  
営者兼俳優のトマス・ベタートン（rmomasBetterton）であった。彼ら3人による、  
英語によるall－Sung形式のオペラ制作の試みは、セミ・オペラが主流であったこの  
時代においては野心的な企てであるといってよいだろう。本稿では、その企てがいっ  
たいいかなるものであったのかを、テクストとテクストが出版される際にドライデ  
ンが付した「序文」を中心に検討することによって、明らかにすることを試みる。  
このとき注目したいのが、その企てがどのようなものであるにせよ、A路わ乃α乃d  
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A仏の正那が上演／出版されたその瞬間から、当初の企てを離れて、多様な解釈が生  
まれてしまう、その過程である。そうすることで、製作者らの意図の及ばないとこ  
ろで、新しいジャンル、すなわちイングランドのオペラが生成される様子を確認し、  
その生成過程の中にA伽β乃α乃dA伽乃おを位置づけることができると考える。   
2．スペクタクル政治寓意劇A拍元服α蝕針A拍の粛∽  
A胱β乃α乃dA路α乃ゐ‘ぶ「序文」において、ドライデンはこのオペラの主題について  
次のように簡潔に述べている。  
TheSubjectofitLAlbionandAlbanius］iswhollyallegorical；andtheAllegoryit   
Selfsoveryobvious，thatitwillnosoonerbereadthanunderstood．（11）3   
彼が述べている通り、A翫∂乃α乃dAJみα乃オ鋸ぶのアレゴリーは、非常にわかりやすいも  
のになっている。，幕が開くと、マーキュリーが現れて、主人の不在を嘆くオーガス  
タ（Augusta）＝ロンドンとタメシス（7¶amesis）＝テムズ川を責める。嚢である  
オMガスタの不実によって、夫アルビオン（創bion）＝チャールズ2世は追放され  
てしまっているという。そこヘデモクラシー（Democracy）とジール（Zeal）がア  
ルコン（Archon）＝ジョージ・マンタ（GeorgeMonck）をともなって登場し、オー  
ガスタとタメシスに更なる簡略をもちかけるが、アルコンはマーキュリーの杖を借  
りてデモクラシーとジールを眠らせる。この時、アルビオンがアルバニウス  
（Albanius）＝ヨーク公、後のジェイムズ2世（DukeofYork，JamesII）をともなっ  
て帰還したことがマーキュリーによって告げられる。一方、眠り込んだデモクラシー  
とジールは地獄へ赴く。そこでアルビオンの帰還以降、地獄へと来る人間が少なく  
なったことを蜃慮するプルMトーと共謀し、それぞれ愛国者（Patriot）、轟の信仰  
（TrueReligion）を装って地獄から戻る。2人が再びオーガスタを誘惑し、アルビ  
オンを裏切るように仕向けたために国は混乱に陥り、アルビオンはアルバニウスを  
追放せざるを得なくなる。孤立無援になったアルビオンはドーヴァー海峡の絶壁で  
我と自国の破滅を嘆くが、海神プロテウス（Proteus）は、天は常にアルビオンの味  
方であると予言する。そこヘデモクラシーらが、さらに白い服を着た少年連（W龍te  
boys）が現れ片目の弓の射手にアルビオンを殺させようとするが、突如炎が立ち  
はだかり、策謀は失敗に終わる。デモクラシーらは炎に呑まれて消え、アルバニウ  
スもヴィーナスに伴われて帰還する。太陽神フィーバスが現れて、アルビオンは天  
上へと迎え入れられることが決まったと告げ、アルビオンは天上へと登っていく。  
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アルビオンが神々の同胞となったことを祝して幕は閉じる。   
ここでえがかれているのは、内乱期にフランスヘと亡命していたチャールズ2世  
が、1660年ロンドンに入城し、王政復古を成し遂げてから、1685年チャールズが没  
するまでの政治状況そのものである。クロムウェルの死後、政権奪取の鍵となった  
のはジョージ・マンクの動向であり、彼の支授がなければ、王政復古は成し得なかっ  
た。アルコンによる一撃によって、共和制を表すデモクラシーと、ピューリタンを  
表すジール、すなわち「狂信者」が眠りにおちるのは、それゆえである。   
さらに、オーガスタの度重なる背信は、国王とシティとの対立を示している。オー  
ガスタとは、ロンドンの古名であるとされており、ドライデン自身も血彿那〟玩混胎  
（1667）の中で、‘独断境地“履那脚明仏肋如”（870）と注釈を加えている4。議会  
派であったシティ陣営は、たびたびチャールズ2世と衝突し、王党派にとってはシ  
ティとはホイッグや共和制の温床でもあった5。プロローグにおいて、詩人ドライデ  
ンが王への忠誠を求めるのは、明らかにシティ陣営とホイッグ陣営に対してである。  
They［Freneh］showthemselvesgoodSubjectsbytheirsinging．  
Onthatcondition，SetupeVeryThroat；  
YbuWhiggsmaysing，foryouhavechangedyourNote．  
CitsandCitesses，raiseajoyfu1strain，  
TisagoodOmentobeginaReign：   
VoicesmayhelpyourChartertOreStOring；   
Andgetbysinging，Whatyoulostbyroaring．（Prologue．40－46）  
フランスでは、王への賛歌を歌うことでよき臣下であることを示すのだとしたうえ  
で、詩人はまずホイッグ陣営に調子を変えて歌うようにと呼びかける。次に“Cit  
andCitesses”への呼びかけが続く。OED（CD－ROM，SeCOndedition）によると、Cit  
の項には次のようにある。  
1．a．Short hr citizen；uSually applied，mOre Orless contemptuously，tO a  
townSmanOr‘cockney’asdistinguished血・OmaCOuntryman，OrtOatradesman  
OrShopkeeperasdistinguishedfromagentleman．  
「コックニー」とあることからわかるように、ここでの“CitandCitesses”とは、お  
そらくシティの住人を指す。このようなプロローグからうかがうことができるのは、  
このオペラは反国王派に対して、国王への恭順を示すよう求めるものでもある、と  
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いうことである。   
アルビオンの帰還後、ジールとデモクラシーとが共謀して、ロンドンであるオー  
ガスタを誘惑するというプロットは、王政復古以後チャールズを悩ませ、ロンドン  
を混乱に陥れてきた、王党派対共和派、カトリック対ピューリタンという2つの対  
立項のアレゴリーであることは間遠いない。ドライデンは、このように大きな枠組  
みで王政復古以降の政治的状況を劇化することに加えて、細かな歴史的事象を注意  
深くそこに組み込んでいく。   
3幕1場でアルビオンはデモクラシーらの連れてきた片目の弓の射手によって、あ  
わや殺されそうになるものの、突如立ち現れる炎によって難を逃れる。  
OMENS．Shoot，HolyCyclop，Shoot．  
7beone－Ey’dArcher・advances，therestfo1lows：  
A丘rearisesbewitxtthemandAhion．  
DEMOCRACY．Lo！HeavenandEarthcombine，  
Toblastourbolddesign．  
WhatmiraclesareShown？（165－9）  
この場面には、1683年に発覚したライ・ハウス陰謀事件（RyeHousePlot）がえが  
かれている。これはチャールズ2世と王弟ヨーク公の暗殺を狙った陰謀事件である。  
1683年4月、リチャード・ランボルト（RichardRumbolt）らが、チャールズが滞  
在するニューマーケット（NewMarket）からロンドンヘの帰路にある、ライハウス  
（RyeHouse）で待ち伏せをして、チャールズを殺害しようとした。しかし、ニュー  
マーケットで突然火事が起きたことで、前日にチャ岬ルズらはシティの別の場所へ  
と移動しており、離を逃れたのである6。首謀者のランボルトは片目に傷があった。  
サイクロプス（Cyclop）の弓の射手の企みが炎によって阻まれる、というプロット  
は、このライ・ハウス陰謀事件を下敷きにしたものであると考えられる。このよう  
な歴史的事件の挿入は、神話や伝説から題材をとることの多かった当時のオペラに  
おいては、一見特異なものであるようにもみえる7。   
しかし、ドライデンは、オペラが内在的に政治性を帯びてしまうことを、よく理  
解していたようである。  
Thefirst Opera’s seem to have beenintended for the Celebration of血e  
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MarriagesoftheirPrinces，OrforthemagnificenceofsomegeneraltimeofJoy二  
AccordingtheExpencesofthemwereformthePurseoftheSoveraign…．Ⅵle  
PrologtleOfit，hasgiventheDesigntoalltheFrench，WhichisaComplementto  
theSoveraignpowerbysomeGodorGoddess：SOthatitlooksnolessthana  
kindofEmbassyformHeaventoEarth．（5）  
オペラは当初王侯らの結婚や祝賀の際に、国庫からの支出によって上演されたこと  
を記してから、ドライデンはオペラのプロローグは、神々による王権への賛辞であっ  
たこと、したがってそれは天上から地上への使者であるかのようでもあることを述  
べている。ルネサンス期のスペクタクル、すなわち国王の凱旋式や、イングランド  
宮廷仮面劇が、常に権力との隣接関係にあり、したがって強いプロパガンダ的性質  
を帯びることはしばしば指摘されることである鍋。ドライデンは、もとは宮廷スペク  
タクルであったオペラの持つ権力との関係に自覚的であったがために、A伽∂刀α乃d  
AJ∂α乃オ〝5に歴史的事件を挿入させることをためらわなかったのであろう。   
ニのように、ドライデンは多様なアレゴリーを駆使することで、チャールズの王  
政復古以後の約4半世紀を凝縮して観客に提示し、その治世を讃えている。その際  
彼が用いるのは、これまでみてきたような言築を用いたレトリックやプロットのみ  
ではない。オペラA翫∂刀α乃dA伽邦吉〟5は、その装飾によって王権賛美のレトリック  
とプロットを更に強化する。このオペラで用いられたシーン（scene）と呼ばれる舞  
台背景は、残念ながら現存していないが、われわれは、シーンを示すト書きからそ  
の壮腰さを垣間みることができる。1幕1場の舞台上の装置は、次のようなもので  
あるこ  
The Curtainrises，andthere appears oneitherside oftheStage，neXttOthe  
Frontispiece，aStatueOnHorse－back，OfGold，OnPedestal’sofMarble，enrich’d  
with Gold，andbearingtheImperialArmsofEngland：OneOftheseStatuesis  
taken血・OmthatofthelateKing，atCharing－Cross；theother，h・OmthatFigureof  
hispresentMajesty（donebythatnobleArtistMr．Gibbons）atWindsor．  
TheScene，isaStreetofPalaces，WhichleadtotheFrontoftheRoyalExchange；  
thegreatArchisopen，andtheviewiscontinuedthroughtheopenpartofthe  
Exchange，tOtheArchonthe otherside，andthenceto asmuchofthestreet  
beyond，aSCOuldproperlybetaken．（1．1）  
幕が開くと、そこには2つの像がある。ひとつは、チャリングクロスにある、1642  
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年に処刑された前王チャールズ1世の條を模したものであり、もう一方はウイン  
ザー城にあるチャールズ2世の像をかたどっ．たものである。これらの像は、その身  
に帯びているイングランドの紋章とともに、スチュアート王家によるイングラン  
ド、そしてロンドンの支配を謳うものであるだろう。父と子、2つの像によって強  
調されるのは、2人の王による王権の継承である。すなわち、内乱期、クロムウェ  
ル統治下にあった共和制期という王権の「断絶」は、舞台上から消去されてしまっ  
ているのである。   
また、シーンには宮廷から、シティにおける商取引の中心地であったロイヤル・  
エクスチェンジヘと拭く通りがえがかれ、宮廷とシティとの結びつきが視覚化され  
ている。以後ほとんど全てのシーンに言えることであるが、A路ね明α鳳釘A肪の扉肌の  
シーンには、その幕でプロットの進行する地が示される。たとえば、2幕ではテム  
ズ川中流、3幕1場では、ドーヴァーというように、シーンは常に特定の地を指し  
示す。つまり、観客は神々やアレゴリカルな人物らの登場するこのオペラと、現実  
のイングランドとを視覚によって容易に接続することができる。このような図條的  
な効果によって、ドライデン自身が序文で述べたとおり、このオペラのアレゴリー  
は「読めばすぐわかる」（“thatitwi11nosoonerbereadthanunderstood”）ようになっ  
ているのである。   
しかし、A路ね明α㈲かA路似扉択においてドライデンが創出しようとしているのはた  
だ忠実な王の臣下のみではない。ここで彼は全篇通して歌われるオペラという、イ  
ングランドにおいては新たなジャンルを創出する幸運に潜まれたのである。A伽∂乃  
α乃dA伽乃f〟5の「序文」で、彼はオペラについてまだ知識の桟いイングランドの観  
客／読者を相手に「オペラとは何か」について考察を加えていく。  
3．オペラを定義するドライデン  
オペラ受容時のイングランドにおいて、オペラがしばしば批判の対象となったこ  
とについては既に述べた。ドライデンも当初はオペラを非難したが亡）、英語で全篇  
歌われるオペラを酋くという試みに取り組むにあたって、A路ゐ明α挽かA仏の扉肌の  
「序文」で、まずオペラを定義してみせる。  
血OperaisapoeticalTaleor・Fiction，repreSentedbyⅥ）CalandInstrumental  
Musick，adorn’dwithScenes，MachinesandDancing．（3）  
この後、オペラは神々や英雄、あるいはその子孫らを扱ったものであること、した  
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がって劇中で人知の及ばない力が働くことも許されること、また登場する神々は、  
フィーバス［アポロ］ならば予言をする、ジュノーならば結婚を祝う、というように  
コンヴェンションにのっとった行動をしなければならないことなどを述べている。   
次に、ドライデンはオペラの歌唱法にはレチタティーヴオと歌唱部分（Songish  
Part）があることを述べ10、これらを発明したイタリアの文化的優位性を讃えている。  
But howeveritbegan，（forthisis only conjectural，）weknow thatfor some  
Centuries，the knowledge of Musick hasflourish’d principallyinItaly，the  
Mother ofLearning and ofArts；that Poetry and Painting have been there  
restor’d，andsoculdvatedbyItalianMasters，TbatallEuropehasbeenenrich’d  
OutOftheirTreasury：andthe otherPartSOfitinrelationtothose deligh血1  
Arts，areStillasmuchprovincialtoItaly，aStheywereintimeofthe Roman  
Empire．（5）  
ドライデンに言わせるならば、イタリアこそ学術と芸術の母（‘●theMotherof  
LearningandofArts”）であり、ヨーロッパの他地域は、あたかもローマ帝国時代そ  
うであったかのように、イタリアの属領（“provincialtoItaly”）に過ぎないのである。   
言語についても同様で、最もオペラに適しているのは言うまでもなくイタリア語  
である。  
Tisalmostneedlesstospeakanythingofthatnoblebnguage，inwhichthis  
MusicalD7uma，WaS丘rstinventedandperform’d．All，Whoareconversantinthe   
Italian，CannOt but observe，thatitis the sof［est，the sweetest，the most  
harmonius，nOt Only ofany mOdern Tbngue，but even beyondany Of the  
Learned．ItseemstohavebeeninventedfbrthesakeofPoetryandMusick．（6）  
まるで、詩と音楽のために創られたかのごとく、イタリア語は他のどんな言語より  
も優れているとドライデンは言う。特に強調されるのはハーモニーである。その点  
において、フランス語、英語は遠く及ばない。フランス語については改良されつつあ  
るようであるが、“SoneithercanthenaturalharshnessoftheFrench，Ortheirperpetual  
illAccent，beeverre丘n，dintoperftctHarmonyliketheItalian．”（7）フランス語にも  
ともと存在する「荒さ」やアクセントのために、やはりイタリア語のようなハーモ  
ニーを生み出すことはできないとする。英語は、「生来」（“natural”）フランス語よ  
りも不利である。  
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TheEnglishhasyetmorenaturaldisadvantageSthantheFrench；OurOriginal   
Teutonique consisting mostin Monosyllables，and thoseincumber’dwith   
Consonants，CannOtpOSSiblybefreedfromthoseIncoveniences…．Butontheother  
hand，theEffeminacyofourpronunciation，（adefectcommontous，andtothe   
Danes）andourscarcityofFemaleRhyme，havelefttheadvantageofmusical  
compositionforSongs，thoughnotforrecitative，tOOurneighbours．（7）   
ここでは、英語の弱点が発音の「柔弱さ」（theEffeminacyofourpronunciation）で  
あるとされているが、反対に、イタリア語の利点は「男性性」によって語られている。  
‘¶1enthePronunciationissomanlyandsosonorous，thattheirveryspeakinghas  
moreofMusick，，（6）イタリア語に母音が豊富であることがその理由であり、した  
がって、英詩の脚韻に“FemaleRhyme”すなわちfemininerhymeが少ないことも、  
英語をオペラにしがたい根拠となる。femininerhymeは強弱のペアで韻を踏むこと  
であり、弱拍の余韻が残ることで、詩の響きは柔らかになる。先に引用したとおり、  
発音の柔らかさこそが、イタリア語が詩や音楽のための言語となりえている所以だ  
と考えるドライデンにとっては（“it【Italian］isthesoftest，thesweetest，themost  
harmonius”）、femininerhymeで押韻することのない英詩は、オペラに向いていな  
いものなのである。そのため、発音から言えば、フランス（“ourneighbours”）に軍  
配があがることになる。イタリアを文化の中心と考え、その他の国（もちろんイン  
グランドも含む）はその属領に過ぎないとするのと同じレトリックがここにみられ  
る。イタリアで生まれたオペラは、フランスを経由し、それからイングランドに流  
入した。それにつれて、オペラに連関する際の言語上の欠点も増加するのである。   
オペラについて入念に説明を加えていくこの「序文」からは、どうにかしてイタ  
リア起源のオペラをイングランドへと根付かせようとする、ドライデンの野心がみ  
てとれる。オペラ発祥地のイタリアの絶対の優越性を認識しつつも、経由地フラン  
スの言語との比較等を通して、ドライデンは英語でオペラを演じる可能性を模索し  
ている。これはトマス・シャドウェル（ThomasShadwell）やマシュー・ロック  
（MatthewLocke）がPgcheでとった戦略、すなわち劇が「歌われる」ことに馴染  
みのないイングランドの観客のために、歌唱部分を台詞部分から完全に分離させる  
セミ・オペラ形式とは、全く異なったものである11。この企てのためにフランスに  
渡ったベタートンによって選出されたのが、かつて王宴楽長であり、フランスの音  
楽を好むチャールズ2世のお気に入りであったルイ・ダラビュであった。A給わ乃α乃d  
A肪の正那は非常に野心的な試みであったが、この試みは二重の意味で失敗する。こ  
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れまでみてきたように、A削β乃伽dA伽乃グ捉gにおいて、ドライデンはアレゴリーに  
よってスチュアート家による王権の維持を賛美し、さらにイングランドで、全篇通  
して歌われるオペラを「自然化」する、というふたつの試みに着手している。次項  
では、このようなドライデンの思惑をいかにして月舘ね明α助かA級別正那が裏切ってい  
くのか、その過程をたどる。  
4．不遇のオペラ  
ジョン・ダウンズ（JohnDowneS）はRosciusAnglicanus（1708）にAlbion  
A伽乃おについての次のようなコメントを残している。  
InAnno1685，TheoperaofAlbionandAlbaniuswasperform’d；WrOtebyMr．  
Dryden，and compos’d byMonsieurGrabue：nisbeingperform’d onavery  
UnluckyDay，beingtheDaytheDukeofMonmouth，I．andedintheWtst：The  
NationbeinginagreatConsternation，itwasperfbrm’dbutSixtimes，Whichnot  
Answeringhalfthe Chargetheywere at，InvoIvナdtheCompanyverymuchin  
Debt．（40）  
ダウンズによれば、A路ね明α払かA払椚揉鮎が上演されたまさにその日に、モンマス公  
が反乱軍とともに上陸し、国中が混乱に陥ったため公演は6回に終わり、そのため  
劇団には償金が残ってしまったという。モンマス公は、チャールズ2世の庶子であ  
り、ジェイムズ2世が即位した際、王位を求めて反乱を起こした12。ジェイムズ2  
世のカトリック信仰はよく知られたものであり、それに反対してプロテスタントの  
モンマス公を王に戴こうとする動きは根強かったのである13。チャールズ2世統治  
下でのモンマス公支持派の動きは、A伽β循α乃dA伽犯f混ざでも寓意化されている。3  
幕1揚で登場する白い服の少年達（WhiteBoys）がモンマス公の支持者を指してい  
ると考えられている14。スチュアート王家の統治・王権の安定を讃えるものである  
このオペラは、まさに上演の初日に、王権の要諦をめぐる争いによって根底から切  
り崩され、スチュアート王家統治下のイングランドが学んでいた様々な対立がここ  
で露呈してしまったと言うことができるだろう。A伽♂循α乃dAJゐα乃おの「序文」で  
は、このオペラはチャールズの2つのrestorationを表しているとされる。  
Inthe meantime，eVeryLoyalEnglisb－man，CannOtbutbe satisbT’dwiththe  
Moralofthis，Which soplainlyrepresentsthedoublerestorationofhisSacred  
Ⅶ52岬   
Majesty．（11）  
2つの1・eStOradonとは言うまでもなく王政復古、そしてライ・ハウス陰謀事件の発  
覚であるだろうが、公演当日に起こったチャールズ2世の庶子モンマス公の反乱  
は、スチュアート王家の脆弱さを皮肉にも浮き彫りにする。   
ダウンズはこの日を「不幸な日」（“UnluckyDay”）と呼んでいるが、このオペラ  
の不運は上演前から既に始まっていたといえる。A伽β循α弗dA伽刀才〝ざは、もともと  
はドライデンのセミ・オペラ幻ク好Aγ娩〟γ（1691）のプロローグ用に作られたもので  
あったが、何らかの事情で、2幕付け加えられて独立したひとつのオペラになっ  
た15。チャールズ2世の好みに合わせて、フランス風に作曲されたこのオペラは、  
何度か御前でのリハーサルも行われて、上演を待つばかりであったが、1685年2月  
6日にチャールズは没し、上演は延期となってしまう。ジェイムズ2世が即位し、  
晴れて上演を迎えるに当たって、ドライデンは3幕1場におけるチャールズ神格化  
の場面を付け加えた。このように、何度か当初の予定より変更を加えられ、やっと  
上演されるやいなや、不運にもモンマス公の反乱が起こったのである。   
しかし、このオペラの奥の不運はダウンズが述べるような興業的な失敗にはな  
い。A鋸♂乃α乃dA伽邦オ〟ぶの作曲家、ルイ・ダラビュに向けられてきた非難を目にす  
るとき、われわれはこのオペラがいかに不遇であったかを知る。イングランドにお  
けるオペラの黎明期についての詳細な研究を行ったエドワード・デント（Edward  
Dent）はダラビュがAlbionandAlbaniusにつけた音楽を痛烈に批判する。デントに  
よれば、このオペラは「比類なき愚かしさの産物」（“monumentofstupidity，，）（165）  
であるが、先述したようなこのオペラにまつわる様々な不運の中でも最悪なのが、  
グラビ ュによって作曲されてしまったことなのである（‘rWorstmisfortuneofall，the  
musichadbeencomposedbyLouisGrabu．”）（161）。注釈者アール・マイナー（Earl  
Miner）も、ダラビュに対する批判は、彼がカトリック信仰をもったフランス人で  
あったことと関連すると指摘しながらも1‘；、このオペラは「美的な力」を持たない  
と断じる。  
AlbionandAlbaniusdidnothavetheaestheticstrengthtooutlivethesocialand   
politicaleventsitre且ected－aS didPurcell’sDidoandAeneas，772ePro♪hetess，   
and戯刀gAr肋〟れ（346）  
このようなダラビュに対する批判は、月舘克聞d㈲dA路肪扁血上演当初からすでに始  
まっていた。トマス■ダーフィp（ThomasD’Urfey）が出版した歌唱集  
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orpillsto撤rgeMelancho妙（1720）に載せられた、TheRaree－Show，h・OmFather  
Hopkinsの歌詞中で、ダラビ ュはベタートンと並んで次のように椰揺されている。  
Betterton，Betterton，thydecorations，  
Andthemachineswerewellwritten，Weknew；  
Butal1thewordsweresuchstuffwewantpatience，  
AndlittlebetterisMonsieurGrabu．  
Damme，SaySUnderhill，Ⅰ’moutoftwohundred，  
Hopingthatrainbowandpeacockswoulddo．   
Wh0thoughtinfal1ibleTomcouldhaveblunder’d？   
AplagueuponhimandMonsieurGrabu．（166）17   
虹や孔雀とは、劇中で登場した華々しい舞台装置のことであり、これら舞台の装飾  
は1－2行目で「ベタートン、ベタートン、お前の装飾と舞台装置は見事なものだ」  
と述べられている通り、劇場経営者であったベタートンの管轄である。ダラビュは  
ベタートンの舞台装置を椰揺するついでに、手酷く罵られてしまっているのである。   
ドライデンは、ダラビュヘの批判に応えて、A路克明d㈲かA路郁扉独「序文」で弁明  
を行っている。  
Andletmehavethelibertytoaddonething；thathehassoexactlyexpress’dmy  
Sense，inallplaces，WhereIintendedtomovethe Passions，thatheseemsto  
haveenter’dintomythought，andtohavebeenthePoetaswellastheComposer．  
¶1isIsay，nOttOnatterhim，buttodohimright；becauseamOngStSOmeEnglish  
MusicianS，andtheirScholars，（whoareSuretOjudgeafterthem）theimputation  
OfbeingFrench－man，isenoughtomakeaPar年，Whomaliciouslyendeavourto  
decryhim．（8）  
ダラビュを激しく批判しているのはイングランドの音楽家や学者達であって、ひと  
つの党派にまでなっているというが、ここでも、グラビュに対する批判は、彼がフ  
ランス人であったことに由来すると考えられている。ドライデンは、弁明のために  
彼のラテン語やイタリア詩人に関する知識をあげ、さらに彼はフランスのオペラに  
相通しているのだと主張する。  
ButtheknowledgeofI．a也nandItalianPoet，bothwhichhepossesses，besides  
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hisskillinMusick，andhisbeingacquaintedwithal1theper女）rmanCeSOfthe   
FrenchOpera’saddingtothesethegoodSensetowhichheisBorn，haverais’d   
himtoadegreeaboveanyMan，Whoshal1pretendtobehisRivalonourStage．  
しかし、このような弁明はおそらくダラビュの敵にとって、何の意味も持たないは  
ずである。ドライデンが正確に見抜いている通り、問題は彼が音楽の技術の点で劣っ  
ている、ということではなく、彼がフランス人であるということなのである。   
ゲラビュが最初にイングランドにやってきたのは1660年代のことである。1667  
年に彼はMasterof氾ng’sViolinとなるが、この時彼の代わりに職を退いたのが、  
この後ロンドンでコンサートという新たなビジネスに目をつけることとなるジョ  
ン・バニスター（JohnBanister）であった。ちょうどこの頃、サミュエル・ビープ  
ス（SamuelPepys）は次のようなゴシップを耳にしたことを1667年2月20日の  
『日記』（乃ββ由叩げ5α椚〟βg触）に記している。  
HeretheytalkalsohowtheKinglsviollin，Bannister，ismadthattheKinghath  
aFrenchmancometobechiefofsomepartoftheKing’smusique，atWhichthe  
Dukeof％rkmadegreatmirth．（73）  
バニスターは、以降ダラビュの敵となり、ダラビュヘのイングランド人の風当たり  
は厳しいものとなるのである。さらに、ビープスは『日記』1667年11月15日に、  
ベラム・ハンフリー（PelhamHumphrey）が次のようにダラビュについて述べたこ  
とを記している。  
Thetruthis，eVerybodysaysheisveryable，buttohearhowhelaughsatal1the   
King’smusickhere，aS Blagrave and others，thattheycannOtkeeptimenor   
tune，nOrunderstandanything；andthatGrebus【sic］，theFren血man，theKhg’s  
master of the musick，how he understands nothing，nOr Can Play onany   
instrument，andsocannOtCOmPOSe：andthathewi11givehimaliftoutofhis   
place；andthatheandtheKhgaremightygreat！andthathehathalreadyspoke  
totheKhgofGrebus【sic】wouldmakeamanpiss．（529－530）   
このときすでにグラビュは国王音楽顧問（theKing，smasterofthemusick）、すなわ  
ち王室楽長の地位についていた。ハンフリーによれば、現在の国王付の音楽家は  
まったく拍子も音もとれない、さらにグラビュは何もわかっていないばかりか楽器  
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も弾けず、作曲もできないという。   
ダラビュに対するこのような敵意に注目して、ブライアン・ホワイト（Bryan  
Wもite）はA伽御用傲九加地扉那を次のように説明している。  
LouisGrabuandhisoperaAlbionandAlbaniushavelongbeenvictimsofsevere  
and unsubstantiated anglophile criticisminfluenced by a thinly veiled anti－  
Frenchbias、（411）  
すなわち、彼に対する過剰とも言える敵意は、フランスに対する敵意と同義であ  
り、イングランドひいきの批評家は長くこのオペラを厳しい批判の対象にしてきた  
というのである。この見解はおそらく正しい。ホワイトは楽譜を詳細に検討し、ダ  
ラビュの音楽はドライデンの劇作上の要求（“dramatieneeds”）に応えていることを  
明らかにしている（425）。さらにここで付け加えなければならないのは、ダラビュ  
は実際のところフランス人ではない、ということである。ダラビュはスペインのカ  
タルーニヤに生まれ、詳細は不明であるがフランスに渡った後、パリのジャンパテイ  
ストリュリ（Jean－BaptisteLully）のもとで音楽を学んだ。フランスびいきのチャー  
ルズ2世のお気に入りであったことからもわかるように、ダラビュの音楽は、同時  
代パリの音楽家たちのものと非常に似通ったものであったとされる18。真の出身が  
どこであれ、フランス風の音楽を好んだ王のために宮廷にやってきたグラビュは、  
同時代人にとってはフランス人でしかなかったのだろう。これまで引用してきた文  
献では、“Monsieur”の敬称が冠されるなど、かならず彼がフランス人（Frenchman）  
であることが強調されている。彼の音楽の良し恋し如何にかかわらず、彼に対する  
批判は、当時ジェイムズ2世のカトリック信仰で揺れていたイングランドにおいて  
は、フランス・カトリックヘの敵意と重なってくるのである。フランスに範をとっ  
たA伽0犯α刀dA路α乃f〟ぶは、このためにこそ批判の対象となってゆく。ここで再び、  
国家の団結を謳うこのオペラの目論見は破られる。ダラビュへの激しい批判が明ら  
かにするのは、対外政賛やカトリック信仰をめぐる国内の対立である。  
5．おわりに  
これまで概観してきたように、A胱∂〃α乃dAJみα如〟ぶは不成功に終わった企てで  
あった。王権を賛美するはずのオペラは、まさにその王権の移譲にともなう闘争に  
よって上演中止となり、劇中で称揚したはずのスチュアート王家の権威の脆弱さ  
が、むしろ露呈することとなってしまう。さらに、チャールズの死にともない、フ  
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ランス・オペラの例を用いて、反国王派であるシティ陣営やホイッグに呼びかける  
詩人の思惑とは裏腹に、このオペラは反フランス感情をもった人々の批判を買い、  
様々な陣営による錯綜した対立軸を浮き彫りにする。このような時代状況の中で劇  
作することの困推さにふれてキュウェス（PaulinaKewes）は次のように問いかける。  
He【Dryden］hadtoservetheinterestofhismaster，aSbesthecouldunderstand  
them，in commercial1yviable script．Hehadto dothiswithoutalienatingtoo  
manymembersofhisaudienceandwithoutforeclosingargumentsandpositions  
thattherapidlychangingpoliticalsituationmightleadhimtoadopt．Howdidhe  
navigatehiscoursebetweentheseo氏encontradictorydemandsofhispublicand  
profbssionalroles？（146）  
商業的な成功と政治的スタンスとの間で、常に揺れ動き続けるドライデンに対する  
この間いかけは、A胎わ乃α乃dA伽乃才〟ざについて考える際にも有効であるだろう。国  
家の一枚岩的な統一を謳えば謳うほど、複雑な対立軸が露呈してしまい、全ての観  
客を劇世界に包含することが不可能であることが明らかになる。   
さらに、全篇通して歌で構成されるオペラをイングランドに創出する企ても、こ  
こで頓挫する。A蹴β刀α邦dA此花おが興業的に成功しなかったことで、続くオペラ  
はセミ・オペラ形式で作られることとなった。つまり、この瞬間から18世紀に入り  
イタリア・オペラの攻勢が始まるまで、ロンドンでは他に類をみないセミ・オペラ  
という上演形式を持つことになるのである。これ以降、ヘンリー・パー セル（Henry  
Purcell）という才能によって、イングランド・オペラは成熟していく。ここに  
A翫0乃α犯dA路α乃おという企ての、ひとつの結果をみてとることができるだろう。  
注  
11670年代前半にイングランドで上演された、劇部分（台詞の部分）と、音楽（歌・楽器演奏）  
の部分が分けられているオペラのこと。「劇部分に声楽、器楽が付随してtlる」、「ハイブリッ   
ド・オペラ」（Langhans9O）のことを指す。dramatic・Opera、Englishoperaといった呼称もあ  
り、厳密な区分による悶語ではないが、本稿ではそれらを指して、便宜的にセミ・オペラとい  
う呼称を用いる。  
2 セミ・オペラ勒dg（1674）に付した音楽の楽譜を出版した際の「序文」において、作曲家マシュ叫  
ロック（MatthewLocke）は、「われわれの気賀に合わせて」（“there良）remixtitwithinterlocutions，   
asmorepropertoourGenius”）オペラと劇とを混合させたと述べている（Locke，Preface）〇  
3JohnDryden，AlbionandAlbanius，The勒rksdJohnDYyden，VOl．15，ed・Ear1Miner（Berkeley‥  
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UofCaliforniaIミ1970）1－55．以下、AlbionandAlbaniusからの引用は上記の版によるものとし、   
幕、堵、行をかソコ内に示す。また、序文からの引f削まページ数を示すものとする。  
4 ロンドンをローマ皇帝アウダストウスに由来するオーガスタと名づけることの政治的な意図に   
ついては以下を参照。伊澤高志「ジョン・ドライデンの『驚異の年』におけるロンドンとロー   
マ」17世紀英文学全編『17世紀英文学と戦争』（2006）：158．  
5 キュウェス（PaulinaKewes）は、国王とシティとの対立という観点から、ロンドン市長就任披   
霹パジュント（LordMayor，sShow）を概観している。一般的に議会派によって占められるシティ   
陣営であるが、その支配が王覚派の手に洩った1683年のロンドン市長就任披露パジュントは   
チャールズ2但によるロンドンの支配、すなわちシティに対する国王の優越性を主張し、ホイッ   
グを攻撃するものであった。キュウェスはそのパジェントとA削♂乃α兜dA伽推古祝ぶとの図像的な類   
似を指摘している。Kewes（148）を参照。  
6 ライ・ハウス陰謀事件については以下を参照。BarryCoward，7ⅥeStuartAge：Engtand，1603－1714  
O．ondon：hngman，1994）334－35．  
7 ギリシア神話に葦材をとった勒c如、アーサー王伝説をえがいたドライデン作の戯乃gAγ肋祝γ   
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